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イタリア・オペラ界の実力者が集結
当代一流のスタッフが描き出す青春群像
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☎092-725-9112

最新のチケット発売情報は
こちらのQRコードからCheck!!
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伝えたい 文化の魅力 ＃3

九響プレトーク ＃15

探検！アクロス福岡 ＃3

「大塚ムネト」

「榊 裕子×重松恵子」

「匠ギャラリーの福岡匠地図」

ローマ・イタリア歌劇団　プッチーニ「ラ・ボエーム」特集

好 評 発 売 中

●曲目／ルベル：バレエ音楽「四大元素Les Elemens」　他
会福岡シンフォニーホール Ｓ:￥6,000　Ａ:￥4,000（学生券:￥2,000）料

10 16:009 日 新・福岡古楽音楽祭2016
ストラディヴァリア・ナント・バロック・アンサンブル

●指揮／和田薫　ゲスト／佐野史郎　管弦楽／九州交響楽団　他
会福岡シンフォニーホール S:￥4,000　A:￥3,000　（学生各席￥1,500引き）料

6 19:0015水 特撮 meets Classics
「伊福部 昭の世界 ～ゴジラVSオーケストラ～」

●ピアノ／アレクサンデル・ガジェヴ
　アクロス弦楽四重奏団／川田知子、佐藤仁美、猿渡友美恵、重松恵子

会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000料

7 12:004 月 アクロス・ランチタイムコンサートvol.51 《スペシャル版》
「第９回浜松国際ピアノコンクール優勝者×アクロス弦楽四重奏団」

8 15:0021日 アクロス弦楽合奏団 第10回定期演奏会

●曲目／ホルスト：セントポール組曲　チャイコフスキー：弦楽合奏のためのセレナード　他
会福岡シンフォニーホール Ｓ:￥3,000　Ｓペア券:￥5,000　Ａ:￥2,000　（学生各席￥1,000引き）料

●曲目／ amin：大きな河と小さな恋　他
会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000料

9 12:007 水 アクロス・ランチタイムコンサートvol.52
「The OLD 上海 JAZZ with Strings」

●ピアノ／宮川彬良　ヴォーカル／ダイナマイトしゃかりきサ～カス
●曲目／下山啓/宮川彬良：大阪弁ラーニング　他

会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000料

6 12:009 木 アクロス・ランチタイムコンサートvol.50 《スペシャル版》
「宮川彬良＆ダイナマイトしゃかりきサ～カス」

●全４幕・イタリア語上演(日本語字幕付)

会福岡シンフォニーホール

6 18:3021火 ローマ・イタリア歌劇団
プッチーニ「ラ・ボエーム」

GS:￥18,000　S:￥16,000　A:￥14,000　B:￥12,000（学生券:￥6,000）料

会イベントホール

8 ①11:00
②14:007日 アクロス・ちびっこコンサート 2016

こどものためのオペラ「花咲かじいさん」

子ども:￥500（３歳～小学生）　大人:￥1,500（中学生以上） 　（全席自由）  ※２歳以下無料料

7 19:0013水 リオール・シャンバダール指揮 ベルリン交響楽団

●ヴァイオリン／イリヤ・カーラー　●曲目／ドヴォルザーク：交響曲 第９番「新世界より」　他

会福岡シンフォニーホール
Ｓ:￥10,000　Ａ:￥9,000　Ｂ:￥7,000　Ｃ:￥5,000（学生券:￥2,500）料

9 19:0023金 アントニオ・ガデス舞踊団 2016

●演目／「血の婚礼」「フラメンコ組曲」
会福岡シンフォニーホール GS:￥16,200　S:￥12,960　A:￥10,800　B:￥8,640（学生席:￥6,000）料

6 19:007 火 フォルクハルト・シュトイデ ヴァイオリンリサイタル

ピアノ／三輪 郁
曲目／ブラームス：ヴァイオリン・ソナタ 第１番 ト長調 op.78 「雨の歌」

J.S.バッハ：アダージョとフーガ（無伴奏ヴァイオリン・ソナタ 第１番より）　他

会福岡シンフォニーホール S:￥6,000　A:￥5,000（学生券￥2,500）料

●チェロ／ペーター・ブック
●曲目／シューベルト：弦楽四重奏曲 第14番 ニ短調「死と乙女」　他

会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000料

10 12:0011火 アクロス・ランチタイムコンサートvol.54 《スペシャル版》
「ロータス・カルテット＆ペーター・ブック」

会福岡シンフォニーホール

10 18:3026水 エディタ・グルベローヴァ主演
プラハ国立歌劇場「ノルマ」

GS:¥18,000　S:¥15,000　A:¥13,000　B:¥10,000　C:¥7,000（学生券:¥3,500）料

●ヴァイオリン／諏訪内晶子
●曲目／ベートーヴェン：ヴァイオリン協奏曲 ニ長調、交響曲 第５番「運命」

会福岡シンフォニーホール

10 15:0029土 ヘルベルト・ブロムシュテット指揮
バンベルク交響楽団

GS:¥16,000　S:¥14,000　A:¥12,000　B:¥9,000　C:¥6,000（学生券:¥3,000）料

●バロック・ヴァイオリン／寺神戸亮　ヴィオラ・ダ・ガンバ／上村かおり　他
会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000料

10 12:004 火 アクロス・ランチタイムコンサートvol.53
「新・福岡古楽音楽祭プレコンサート～パリ四重奏～」

7月3日（日）発売

8 ①11:30
②14:306土 東京バレエ団 子どものためのバレエ「ドン・キホーテの夢」

会福岡シンフォニーホール
（子ども料金は４歳～中学生まで。３歳以下は入場不可。）

S（大人）:￥5,500　S（子ども）:￥3,500　A（大人）:￥4,500　A（子ども）:￥2,500料

10 19:003 月 アリス＝紗良・オット ピアノリサイタル

●曲目／リスト：ピアノ・ソナタ ロ短調　他
会福岡シンフォニーホール S:￥6,000　A:￥5,000　B:￥4,000（学生券:￥3,000）料

●指揮／マルチェロ・レーニンガー　管弦楽／九州交響楽団
●曲目／ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第２番　他

会福岡シンフォニーホール S:￥8,500　A:￥7,000　B:￥5,500　C:￥3,500料

6 13:0011土 デビュー 25周年記念
横山幸雄 ４大ピアノ協奏曲

完売

●指揮／奥村哲也　演出／松本重孝　管弦楽／九州交響楽団

会福岡シンフォニーホール

10 18:307 金 西日本オペラ協会「コンセル･ピエール」
チマローザ「秘密の結婚」

S:￥6,000　A:￥5,000　自由席（一般:￥4,000、学生:￥2,000）料

会国際会議場 全席自由:￥1,500料

10 15:0010 新・福岡古楽音楽祭2016
曽根麻矢子トークコンサート祝

月
・

●指揮／小林研一郎　ピアノ／金子三勇士　●曲目／ショパン：ピアノ協奏曲 第１番　他
会福岡シンフォニーホール S:￥6,000　A:￥5,000　B:￥4,000(学生:￥1,500）料

9 14:003 土 九州交響楽団　名曲・午後のオーケストラ
第６回 コバケン炎の「幻想」

5月11日（水）発売

●曲目／ベートーヴェン：弦楽四重奏曲 第13番より「カヴァティーナ」　他
会福岡シンフォニーホール S:￥7,000　A:￥5,000　B:￥3,000料

9 19:0012月 SOS子どもの村JAPAN支援 チャリティ・コンサート
ストラディヴァリウスコンサート 2016
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出演者のインタビュー

美
し
く
も
儚
い
青
春
の
輝
き
を
描
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傑
作
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」

　

オ
ペ
ラ
（
歌
劇
）
に
は
傑
作
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を

あ
ま
り
知
ら
な
い
と
い
う
方
で
も
、

こ
れ
だ
け
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
オ

ペ
ラ
10
作
を
個
人
的
な
観
点
で
選
ん

で
み
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
フ
ィ
ガ
ロ

の
結
婚
」「
ド
ン・ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」「
魔

笛
」、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
「
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の

理
髪
師
」、ヴ
ェ
ル
デ
ィ
「
椿
姫
」「
ア

イ
ー
ダ
」、ワ
ー
グ
ナ
ー
「
ワ
ル
キ
ュ
ー

レ
」、
ビ
ゼ
ー
「
カ
ル
メ
ン
」、
そ
し
て

プ
ッ
チ
ー
ニ
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」「
蝶
々

夫
人
」
の
10
作
品
。
こ
れ
ら
の
オ
ペ

ラ
は
単
に
傑
作
で
あ
る
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
作
品
の
音
楽
、
ス
ト
ー
リ
ー

な
ど
が
映
画
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど

に
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の

中
の
１
作
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
「
ラ
・
ボ

エ
ー
ム
」
が
今
年
ア
ク
ロ
ス
福
岡
で

上
演
さ
れ
る
の
で
、
ご
紹
介
し
よ
う
。

　

イ
タ
リ
ア
の
作
曲
家
ジ
ャ
コ
モ
・

プ
ッ
チ
ー
ニ
（
１
８
５
８
〜
１
９
２

４
）
は
そ
の
生
涯
を
ほ
と
ん
ど
オ
ペ

ラ
の
作
曲
に
さ
さ
げ
た
作
曲
家
で

あ
っ
た
。
第
３
作
目
の
「
マ
ノ
ン
・

レ
ス
コ
ー
」
が
成
功
し
、
次
い
で
作

曲
し
た
の
が
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」。
１

８
９
６
年
に
ト
リ
ノ
・
レ
ー
ジ
ョ
劇

場
で
初
演
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
指
揮

者
は
巨
匠
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
だ
っ
た
。

「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
は
フ
ラ
ン
ス
の
作

家
ア
ン
リ
・
ミ
ュ
ル
ジ
ェ
ー
ル
の
小

説
・
戯
曲「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
生
活
の
情
景
」

が
原
作
。
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
と
は
芸
術
家

を
目
指
し
自
由
な
生
活
を
し
て
い
る

若
者
た
ち
の
こ
と
で
、
物
語
の
舞
台

は
１
８
３
０
年
代
の
パ
リ
で
あ
る
。

　
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
の
第
１
幕
は
パ

リ
の
屋
根
裏
部
屋
。
ク
リ
ス
マ
ス
・

イ
ヴ
の
日
、
詩
人
の
ロ
ド
ル
フ
ォ
と

画
家
の
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
が
仕
事
を
し

て
い
る
。
仲
間
の
音
楽
家
シ
ョ
ナ
ー

ル
が
金
を
稼
い
で
戻
っ
て
来
て
、
み

ん
な
で
カ
フ
ェ
へ
繰
り
出
す
が
、
ロ

ド
ル
フ
ォ
だ
け
は
残
っ
て
仕
事
を
し

て
い
る
。
そ
こ
へ
扉
を
ノ
ッ
ク
す
る

音
が
。
お
針
子
の
ミ
ミ
が
火
を
借
り

に
や
っ
て
来
た
。
ロ
ド
ル
フ
ォ
と
ミ

ミ
は
急
速
に
親
し
く
な
る
。
そ
こ
で

歌
わ
れ
る
「
冷
た
い
手
を
」（
ロ
ド
ル

フ
ォ
）、「
私
の
名
は
ミ
ミ
」（
ミ
ミ
）

は
オ
ペ
ラ
史
に
残
る
傑
作
ア
リ
ア
だ
。

　

第
２
幕
は
カ
ル
チ
ェ
・
ラ
タ
ン
の

カ
フ
ェ
・
モ
ミ
ュ
ス
。
こ
こ
で
の
主

役
は
ム
ゼ
ッ
タ
。
彼
女
は
画
家
マ
ル

チ
ェ
ッ
ロ
の
元
恋
人
。
お
互
い
に
ま

だ
相
手
が
気
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
ム
ゼ
ッ
タ
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
る
ひ

と
騒
動
。
第
３
幕
は
ダ
ン
フ
ェ
ー
ル

門
近
く
。
居
酒
屋
に
住
み
込
む
マ
ル

チ
ェ
ッ
ロ
の
も
と
を
ミ
ミ
が
訪
れ
、

ロ
ド
ル
フ
ォ
と
の
苦
し
い
恋
を
打
ち

明
け
る
。
そ
し
て
第
４
幕
は
第
１
幕

と
同
じ
屋
根
裏
部
屋
。
衰
弱
し
た
ミ

ミ
を
ム
ゼ
ッ
タ
が
連
れ
て
来
る
が
、

す
で
に
彼
女
の
命
の
灯
は
消
え
よ
う

と
し
て
い
た
。

　

胸
を
打
つ
ス
ト
ー
リ
ー
、
そ
し
て

華
麗
な
音
楽
。
数
々
の
名
ア
リ
ア
。

「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
は
た
く
さ
ん
の
魅

力
を
持
つ
作
品
だ
が
、
今
回
は
さ
ら

に
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
の
伝
統
を
受

け
継
ぐ
ス
ポ
レ
ー
ト
歌
劇
場
を
母
体

と
し
た
ロ
ー
マ
・
イ
タ
リ
ア
歌
劇
団

が
、
豊
富
な
経
験
を
持
つ
歌
手
た
ち

を
集
め
て
上
演
す
る
。
オ
ペ
ラ
は
縁

遠
い
と
思
っ
て
い
る
方
も
、名
作「
ラ
・

ボ
エ
ー
ム
」で
オ
ペ
ラ
の
魅
力
に
浸
っ

て
み
よ
う
。日　時：6月21日[火]　18：30開演

会　場：福岡シンフォニーホール
料　金：GS席18,000円　S席16,000円
　　　  A席14,000円　B席12,000円
　　　（学生券6,000円）
出　演：指揮／カルロ・パッレスキ　ほか
演　目：プッチーニ／オペラ「ラ・ボエーム」
　　　（イタリア語上演・日本語字幕付）

公演情報片
桐
　
卓
也 （
か
た
ぎ
り
　
た
く
や
）

1
9
5
6
年
福
島
県
生
ま
れ
。
音
楽
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て「
音
楽
の
友
」「
モ
ー
ス
ト
リ
ー
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
」
誌
な
ど
に
執
筆
を
続
け
る
ほ
か
、

N
H
K
･
F
M
、J 

ー 

W
A
V
E
な
ど
ラ
ジ
オ
で

も
ク
ラ
シ
ッ
ク
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

P
R
O
F
I
L
E

La Compania
Lirica Ital iana
di  Roma

ローマ・イタリア歌劇団
プッチーニ「ラ・ボエーム」
ローマ・イタリア歌劇団

プッチーニ「ラ・ボエーム」

登
場
人
物
た
ち
は
芸
術
家
の
卵
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
」
で

す
が
、
ご
自
身
に
重
な
る
部
分
は
あ
り
ま
す
か
？

ま
た
、
ミ
ミ
と
ご
自
身
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
は
？

　

ど
こ
か
に
属
し
守
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い…

最

近
ま
で
そ
ん
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
を
犠
牲
に
す
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、
舞
台
上
で

感
じ
る
感
情
は
か
け
が
え
が
な
く
幸
せ
な
も
の
で
す
。

私
と
ミ
ミ
の
共
通
点
は「
夢
」。
自
分
の
手
で
人
生
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
と
も
に
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
と
い
う
希

望
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
希
望
を
込
め
て
最

初
の
ア
リ
ア
「
私
の
名
前
は
ミ
ミ
」
を
春
の
訪
れ
や
そ
の

匂
い
、
色
あ
い
と
と
も
に
歌
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ド
ル
フ
ォ
と
ミ
ミ
が
初
め
て
出
会
う
シ
ー
ン
で

ロ
ド
ル
フ
ォ
は
鍵
を
わ
ざ
と
隠
し
ま
す
が
、
ミ
ミ

が
ロ
ウ
ソ
ク
を
自
分
で
吹
き
消
し
た
（
つ
ま
り
ミ

ミ
が
先
に
仕
掛
け
た
）
と
解
釈
し
た
演
出
も
あ
り

ま
す
ね
。

　

私
は
後
者
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
彼
ら
は
”人
生
を

熟
知
し
た
“
大
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

あ
っ
て
、
す
ぐ
に
恋
に
落
ち
る
こ
と
を
望
む
若
者
な
の
で

す
。
ロ
ド
ル
フ
ォ
は
鍵
を
見
つ
け
た
時
に
ミ
ミ
を
口
説
く

こ
と
を
決
め
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
彼
が"che 

gelida m
anina."

（「
冷
た
い
手
を
」）
と
歌
い
、
ミ
ミ
は

狂
っ
た
よ
う
に
恋
に
落
ち
る
の
で
す
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
音

楽
は
若
い
二
人
の
胸
の
高
鳴
り
を
、
シ
ン
プ
ル
に
そ
し
て

独
創
的
に
表
現
し
て
い
る
の
で
す
。

ミ
ミ
と
ム
ゼ
ッ
タ
、
対
照
的
な
２
人
の
女
性
に

共
感
で
き
る
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

二
人
と
も
「
愛
」
に
よ
っ
て
行
動
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

ミ
ミ
は
真
実
の
愛
の
腕
の
中
で
死
に
、
ム
ゼ
ッ
タ
は
自

由
な
愛
を
謳
歌
し
た
け
れ
ど
最
後
は
元
恋
人
マ
ル

チ
ェ
ッ
ロ
の
愛
に
帰
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
注
目
！
と
い
う
曲
（
シ
ー
ン
）
は
？

　

第
二
幕
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
、
画
家
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ

が
元
恋
人
の
ム
ゼ
ッ
タ
に
向
か
っ
て
、“Gioventù m

ia
！
”

（「
僕
ら
の
青
春
！
」）
と
歌
う
瞬
間
が
大
好
き
で
す
。

舞
台
に
上
が
る
前
の
儀
式
は
あ
り
ま
す
か
？

　

い
つ
も
深
呼
吸
を
し
て
バ
ナ
ナ
か
何
か
を
食
べ
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
深
く
数
回
呼
吸
し
て
、
水
を
飲
み
、
最
後
に

「
Ｔ
Ｏ
Ｉ
、Ｔ
Ｏ
Ｉ
、Ｔ
Ｏ
Ｉ ※
」
と
言
い
ま
す
。

※

幸
運
を
祈
る
ド
イ
ツ
語
の
お
ま
じ
な
い

福
岡
の
お
客
さ
ま
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
と
ご
一
緒
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

パ
リ
と
そ
の
若
い
恋
人
た
ち
の
雰
囲
気
を
お
届
け
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

キアラ・イゾットン
（ソプラノ）

2013年スポレート歌劇場「トスカ」で絶賛さ
れ、2015年ミラノ・スカラ座メータ指揮「ア
イーダ」でデビュー。2016年同劇場のヴェル
ディ「リゴレット」「二人のフォスカリ」でレオ・
ヌッチ、プラシド・ドミンゴらと共演し、今夏はイ
タリア・マチェラータ野外オペラのダニエル・
オーレン指揮「オテロ」「トロヴァトーレ」にも
客演予定の注目株。

Chiara Isotton,Soprano

ムゼッタ 画家  マルチェッロ
人物相関図 友人 親友

お針子  ミミ 詩人  ロドルフォ恋人

恋人

お
う  

か

は
か
な

Phot by Riccardo Spinella

【ミミ役】
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京友禅／大石和泉 伊万里・有田焼／青木妙子 山中漆器／大下香苑

おすすめイベント Music &  Culture
Must-see events今月の

C
文 化

入場無料

音 楽Music
アクロス福岡チケットセンター

☎ 092-725-9112
文化観光情報ひろば

☎ 092-725-9100
文 化Culture

事業企画グループ
☎ 092-725-9115

文 化Culture

C
文 化

第20回 女性伝統工芸士展　～作家とともに～

［出品者］
西陣織（京都）小玉紫泉、博多織（福岡）伴和子・古賀陽子＊・相澤久美子＊、東京
手描友禅（東京）上田環江、京友禅（京都）大石和泉、京鹿の子絞（京都）川本和代、
久留米絣（福岡）江頭真弓＊、備前焼（岡山）高見勝代＊、伊万里・有田焼（佐賀）青木妙子・
梶原真理江・秋月ちぐさ・白須美紀子、三川内焼（長崎）福本豊子、波佐見焼（長崎）
吉川千代子、山中漆器（石川）大下香苑、京指物（京都）小谷純子、奈良筆（奈良）田中千代美、
別府竹細工（大分）森脇けい子、烏城紬（岡山・県指定）須本雅子＊、広瀬絣（島根・県指定）
永田佳子＊、小石原  高取焼（福岡）高取由布子＊、加賀象がん（石川・県指定）長谷
川真希＊、博多人形（福岡）井上あき子（10都府県・19工芸品・24名）＊は作家

　平成７年、福井県で行われた全国伝統工芸士大会
に参加した数人の女性伝統工芸士の発案により、小
規模ながら全国レベルの展示会として、アクロス福
岡にて「女性伝統工芸士展」が産声を上げました。
その後、東京、京都、津和野にも展開するなど、参
加女性の不断の熱意とチームワークにより、20回目
の節目を迎えます。
　各出品者が趣向を凝らした「Men’s 女性目線で作
る紳士用品」の特別展示販売や、人形師界の大御所、
井上あき子個展「この道一筋 井上あき子博多人形展」
などを開催いたします。地元の皆さまの温かいご支
援により育てられた本展の新たな船出にご期待くだ
さい。

女性伝統工芸士・作家の手により紡がれてきた
２０回目の記念展示会

～15 月206 /

水156 /
伊福部昭の世界　～ゴジラｖｓオーケストラ～
特撮meetsClassics

伊福部昭 没後１０年を迎え、ライブシネマで『ゴジラ』が蘇る！！

　1954年、日本を代表する作曲家 伊福部昭の音楽によって、日本初の
特撮映画『ゴジラ』が誕生し、空前の大ヒットを記録しました。
　没後10年を迎え、当時のセリフや効果音を生かしつつ、音楽を生演奏
するライブシネマ形式で『ゴジラ』（1954）が蘇ります。また、『ゴジラ』
作品にも出演した、俳優の佐野史郎を迎え、指揮の和田薫、NHK交響楽
団第１コンサートマスターの篠崎史紀によるトークショー、そして伊福
部昭の「ヴァイオリンと管弦楽のための協奏風狂詩曲」を篠崎史紀がソ
リストとなり九州交響楽団と協演する豪華プログラムでお届けします。
クラシック・ファンだけでなく、映画ファンなど幅広い方々にお楽しみ
いただけるコンサートです。

近代登山の誕生とともに見えてきた山の風景

　博多生まれの洋画家・児島善三郎（1893-1962）は、昭和 5年結
成の独立美術協会のカリスマ的存在として華やかな活動を繰り
広げました。この講座では児島善三郎の生涯と芸術、その作品
の魅力を中心にしながら、赤星孝、足達襄ら「独立王国・福岡」
を彩った独立の作家たちの作品
をあわせて紹介することで、「日
本的フォーヴィスム」と称され、
画壇の一翼を担った独立美術協
会の日本近代洋画壇における意
義と、豊かな表現の魅力に迫り
ます。

　明治後期、西欧のリアリズムによって描かれた風景画が誕生
する頃、ほとんど未知の世界だった日本アルプスの高峰の壮大
な風景が発見され始めました。大下藤次郎、丸山晩霞、吉田
博、足立源一郎たちは、実際に登山を行い、そこで目にする山
の地形・地質・植生などを描写し、発見されつつあった山の風
景美の表現を追求していきました。
この講座では、明治後期から昭和前
期までの「山」を描いた作品を紹介
しながら、その変遷をたどるととも
に、山の魅力の原点を絵画の世界か
ら振り返ります。

山の日制定記念「遥かなる山　―発見された風景美」
平成28年5月26日（木）～7月3日（日）まで山口県立美術館にて開催

展覧会
コレクション展「児島善三郎と独立美術協会」
平成28年5月14日（土）～9月1日（木）まで福岡県立美術館にて開催

展覧会

日本の伝統的なフォルムと装飾的な表現とは！

丸山晩霞「白馬三山」、丸山晩霞記念館蔵 児島善三郎「静物」（昭和 24 年）
福岡県立美術館蔵

斎藤　郁夫（山口県立美術館　副館長）
高山　百合
（福岡県立美術館　学芸員）

アクロス・文化学び塾

遥かなる山　―発見された風景美土46 / 「児島善三郎と独立美術協会」へのいざない土116 /

ウィーン・フィルのコンサートマスターが魅せる！

フォルクハルト・シュトイデ　ヴァイオリンリサイタル

　世界屈指のオーケストラ “ウィーン・フィル” で活躍する名コンサートマスターが、
リサイタルでは３年ぶりに盟友・三輪郁と登場します。前回公演同様、絶妙なるア
ンサンブル、すばらしい音色を披露することでしょう。
　特に注目の曲はブラームスのヴァイオリン・ソナタ第１番「雨の歌」。心に染み入
る美しい旋律で有名な傑作ソナタを、音楽性に富む完璧な技巧でお贈りします。また、
ハリウッドで活躍したユダヤ人音楽家コルンゴルトの劇音楽を披露するなど、常に
挑戦を忘れないシュトイデらしいプログラムにも注目です。
　伝統と革新が共存する２人のハーモニーに、どうぞご期待ください。

火76 /

Ｓ席6,000円　Ａ席5,000円（学生券2,500円）
開演 19:00福岡シンフォニーホール

ブラームス：ヴァイオリン・ソナタ第１番 ト長調 op.78  「雨の歌」
コルンゴルト：「空騒ぎ」より４つの小品 op.11   ほか

ピアノ／三輪郁

木96 /

ランチタイムコンサート５０回記念のスペシャルコンサート！！

アクロス・ランチタイムコンサートvol.50《スペシャル版》
宮川彬良＆ダイナマイトしゃかりきサ～カス

　ランチタイムにランチ価格にて、シンフォニーホールで音楽をお楽しみいただい
ております「ランチタイムコンサート」。50回記念の今回は、テレビでおなじみの
アキラさんが、ダイナマイトしゃかりきサ～カスとともに登場いたします！
　題名のない音楽会での共演で話題となった「大阪弁ラーニング」をはじめ、ザ・ピー
ナッツ メドレーなど楽しい曲満載のコンサートは必聴です。
　今回から全席指定席となり、ゆったりご鑑賞いただけます。よい席はお早めにお
求めください。 全席指定1,000円

開演 12:00福岡シンフォニーホール

下山啓／宮川彬良：大阪弁ラーニング
宮川彬良 編：ザ・ピーナッツ メドレー　ほか

アクロス福岡チケットセンター 092-725-9112

チャイコフスキーが酷評したブラームスの
ヴァイオリン協奏曲
対象曲／ブラームス：ヴァイオリン協奏曲

中村雅子(音楽ライター)テノール／上田浩平、江越正嘉、久保田敦志
バリトン／久世安俊　ピアノ／大森美樹
レハール：オペラ「メリー・ウィドウ」より～女女女～
プッチーニ：オペラ「トゥーランドット」より
　　　　　  　　　　　～誰も寝てはならぬ～　ほか

M
音 楽

コミュニケーションエリア
12:15 ～13:00

円形ホール

M
音 楽

M
音 楽

11:00 ～12:30　※当日先着100名
コミュニケーションエリア
12:15 ～13:00

6/2
アクロス福岡フロアコンサート 
vol.415

木 6/15
Ａｃｒｏｓ　クラシック・カフェ

水 6/16
アクロス福岡フロアコンサート
vol.416

木

筑前琵琶／寺田蝶美

S席4,000円　A席3,000円　（学生各席1,500円引き）
開演 19:00福岡シンフォニーホール

［第１部］佐野史郎×篠崎史紀×和田薫 トーク・ショー
　　　　伊福部昭：ヴァイオリンと管弦楽のための協奏風狂詩曲
［第２部］伊福部昭：映画「ゴジラ」（1954）全曲
　　　　※ライブ・シネマ形式

M
音 楽

TM&©TOHO CO.,LTD.

10:00 ～18:00（最終日16:00まで）
交流ギャラリー、匠ギャラリー、メッセージホワイエ、コミュニケーションエリア

入場無料

M
音 楽

M
音 楽

水

曲目・演目アイコンの説明： 会場 時間 料金 出演・講師 テーマ・内容

500円14:00～15：30（要事前申込・先着70名）セミナー室２
九州山口地域の美術館、博物館で開催される催し物の事前レクチャー講座!

『平家物語』より「祇園精舎」「那須の与一」　ほか

2 0 1 6 . J u n e 0405 2 0 1 6 . J u n e



文化観光情報ひろば
１F

１F

２F

観光情報提供

文化情報提供

九州・沖縄、山口エリアの観光パンフを600種類以上配布！
各地の祭り・イベントチラシも随時更新中！

九州・沖縄、山口エリアのコンサート、展覧会、芝居などの
チラシを約350種類配布！

外国語対応
（英語／11:00～17:00）

ボランティア通訳ガイド「福岡SGGクラブ」が
常駐し、外国人旅行者の旅のお手伝い！
Provide you free sightseeing information!

Tel.092-725-9100 （10:00～18:00）

耳学

耳学

匠ギャラリー企画展 10:00～18:00（初日12:00から最終日16:00まで）

コミュニケーションエリア企画展 入場無料 お問い合わせ

▲ 文化観光情報ひろば
Tel.092-725-9100

2階
福岡県の国・県指定の伝統工芸品を常設展示しています。また、週替わりで民工芸品作家による作品展も開催しています。

販売
あり

メッセージホワイエ作品展 2階
10:00～18:00（最終日16:00まで）
個人やグループの絵画、写真など、壁面を利用した
作品展を週替わりで開催しています。

10:00～18:00（最終日16:00まで）
市町村、学校、文化団体などの作品展やイベントPR等
企画展を開催しています。

1階

上野焼の若き陶芸家、西村省二（天郷窯）、世良萌久
美（堀田窯）、青栁洋介（青栁不老園）、髙鶴裕太（庚申
窯）４人による展示会です。還元焼成で釉薬の色を変
化させた急須や、イチョウの葉の灰をまぜた釉薬を
使った湯呑みなどを展示販売します。（約300点展示）

6/7（火）▲ 6/12（日）※初日10:00から

　「シンプルで日常使えるデザイ
ン」にこだわっています。形がいび
つすぎると、重ねづらいし、収納し
にくいですよね。使いやすいのが一
番なんです。そこに手作りの味わ
い、上野焼らしさを加えた作品作りを心がけています。
　今後は、上絵付け（本焼成後の絵付け）にチャレン
ジしてみたいですね。

耳学 伝統工芸士ってなに？
　経済産業大臣指定伝統的工芸品および工芸
用具または工芸材料の製造に従事している方を
対象とした「伝統工芸士認定試験」に合格した
方々を「伝統工芸士」といい、現在4,182名が伝
統工芸士（うち女性は631名）として活躍していま
す。「伝統工芸士」は、後継者の指導という任務を
担っており、日本が誇る素晴らしい伝統工芸を未
来につないでいってくれているのです。

耳学 博多織を代表する柄「献上」
　江戸時代に福岡藩主黒田長
政が、江戸幕府への献上品とし
て選んだ博多織。その模様は、
仏具の「独鈷（どっこ）」と「華皿
（はなざら）」を表現したもので、
厄よけや家内安全といった意味が込められていま
す。それ以来「献上」と呼称されるようになり、博
多織を代表する柄として現在に受け継がれてい
ます。

耳学 曲線の美
　椅子選びのポイントはなんといっても座り心
地。特にダイニングチェアは腰のくぼみが座る人
にあっているかどうかが重要になります。だからこ
そ、匠は曲線にこだわり、そこに美しさが生まれる
のです。ちなみに、椅子の座面とテーブルの間は、
30センチが丁度良いと一般的に言われているそ
うです。自分の体と生活スタイルにあった家具を
見つけてみませんか？

上野焼～お茶の時間展

能人形の面の表情、衣装の華麗さ、繊細な線など創意工夫を重ねながら
この道一筋に博多人形と共に歩んできました。これまでに制作した貴重な
作品の数 を々展示します。（約25点展示）
※交流ギャラリー・メッセージホワイエ・コミュニケーションエリア同時開催

6/15（水）▲ 6/20（月）※初日10:00から
第20回女性伝統工芸士展
「この道一筋 井上あき子博多人形展」

6/24（金）▲ 6/26（日）※初日10:00から最終日17:00まで

大博多織まつり2016

家具工房橙では曲線を意識した家具を制作しています。特
に椅子は家具の中でも人体に触れる部分が多く、体に合
わせた曲線を作る必要があります。デザインだけでなく、
職人の知識と感性、経験すべてを注ぎ込んだ、心地よい家
具をぜひご覧ください。（約30点展示）

6/27（月）▲ 7/3（日）
橙の作る家具展

樹の人
－デジタルで描く水彩画展
樹に魅了され各地を巡りながら樹の絵を多く
描いています。桜を見上げている親子、自然
の中で遊んでいる子どもたちなど、昔からあ
る風景や自然と人とのあるべき姿をデジタル
水彩画で描いた作品15点を展示します。

6/7（火）▲ 6/12（日）

第20回女性伝統工芸士展「女性伝統工芸士展20年の歩み」
20回目を迎える当展示会を振り返り、過去19年間の展示風景の写
真やチラシなどを集めた回顧展です。会場では、日替わりで工芸品
の制作体験も開催します。

6/15（水）▲ 6/20（月）

まぁるくゆるゆるした、いやされる筆文字で大切な人に『想い』を伝
えます。今回は、誰もが知っている懐かしい唱歌で、四季折々の『想
い』を筆文字にした作品を約80点展示します。心いやされる時間に
なれば幸いです。

6/21（火）▲ 6/26（日）

水彩画展
野の花スケッチクラブは、会員21
名で展示会を開催しています。今
回は、野に咲く花や庭に咲いてい
る花などをテーマに、草花の曲線
や模様を１年かけて表現した色鮮
やかな作品約25点を展示します。

6/27（月）▲ 7/3（日）

想伝書　―筆文字教室作品展―

国指定の伝統的工芸品、八女福島仏壇、八女提灯をはじめ、県指
定の伝統工芸品石とうろう、手すき和紙、和ごま、八女矢など、職
人の温もりが伝わる工芸品を展示販売します。（約200点展示）

6/1（水）▲ 6/5（日）※初日10:00から 八女提灯の作業工程
　提灯は、各工程の専属業者を系列していて、木
地作り、火袋の張り・絵付け、蒔絵、仕上げと、そ
れぞれの匠たちにより制作します。
　張り師が、提灯の木型に竹ひごを巻き、それに
絹又は和紙を張り、絵師がそれに絵を描く。
　その後、木地師が木台をつくり漆を塗り、蒔絵
師が蒔絵を付けます。そして、それぞれに仕上
がった部材を仕上げ屋で組み合わせ、房を付け
れば提灯の完成です。

茶のくに八女・奥八女 八女の伝統工芸品展　
匠の技と伝統工芸～和の心～

主催 八女福島仏壇仏具協同組合、八女提灯協同組合

仏壇制作工程、提灯の絵付け、手すき和紙 / 一部有料体験
仏壇、石とうろう、提灯制作の実演実演

博多織は着尺、帯などの和装品だけではなく、財布、
ネクタイ、バッグなど普段使いできるような小物も制
作しています。伝統の技に現代の感性をプラスした新
しい博多織をぜひご覧ください。（約200点展示）　
※交流ギャラリー同時開催

博多織の機織り実演実演

第50回福岡市華道展
50年の歴史を誇る本華展は、福岡市
を代表する華道の流・会派の作品が
一堂に会する「いけばなの祭典」です。
子どもの作品を含む23流・会派の個
性を一度に観賞できる展示会です。
※交流ギャラリー同時開催

6/1（水）▲ 6/6（月）※10:00～19:00（6/3・最終日17:00まで）

主催 福岡市華道展運営委員会6/6（月）▲ 6/13（月）

おんせん県おおいた写真展

全国で最も多い源泉数を 誇る「おんせん県」大分県。別府・由布院
などの温泉地情報はもちろん、県内18市町村のそれぞれ代表的な
自然景観や祭り、伝統文化を写真やポスターでご紹介します。

主催 大分県福岡事務所

6/15（水）▲ 6/20（月）
第20回女性伝統工芸士展

20回目を迎える「女性伝統工芸士展」に出品される、全国各地の工芸
品をパネルでご紹介します。日本語、英語の２カ国語の解説付きです。
※交流ギャラリー、匠ギャラリー、メッセージホワイエ同時開催

主催（公財）アクロス福岡、伝統工芸士・女性の会

6/21（火）▲ 6/26（日）

こんな部屋いいな絵画コンテスト作品展
インテリアに関心を持ってもらおうと、福岡市内の小学生のみなさんに
“こんな部屋いいな”をテーマに作品を募集しました。今回は大賞をはじ
めとする夢いっぱいの絵画、52枚の受賞作品を展示します。

主催 福岡インテリアコーディネーター協会・（公社）インテリア産業協会九州支部

6/27（月）▲ 7/10（日）
九州歴史資料館パネル展
「福岡鉄道遺産ものがたり ―三池の炭鉱鉄道編―」

平成27年７月にユネスコの世界文化遺産に登録された「明治日本の産業
革命遺産」。登録一周年を記念して、構成資産の一つ、三池炭鉱に残る
炭鉱鉄道の遺構や鉄道遺産について、写真やパネルでご紹介します。

主催 九州歴史資料館

主催 上野焼協同組合 青年部巴会

ロクロを使った制作実演実演

主催（公財）アクロス福岡、伝統工芸士・女性の会

博多人形の絵付け（体験料2,000円）
15（水）・17（金）・19（日） / 10:00～16:00

実演・体験

主催 博多織工業組合

座編み又は木製小物の制作実演実演

主催 家具工房橙

主催 庭月野 誠也

主催（公財）アクロス福岡、伝統工芸士・女性の会

主催 東條 久美子

主催 野の花スケッチクラブ

5/23（月）▲ 6/5（日）
陸奥A子mini miniおとめチック♥ワールド！
1970～80年代の少女漫画雑誌『りぼん』（集英社）で「おとめチック」ブーム
を巻き起こした漫画家・陸奥A子。等身大の少女の日常的なときめきや、何と
も言えない“かわいらしさ”がちりばめられた、カラー複製原画を展示します。

主催 北九州市漫画ミュージアム

5/28（土）　アクロス・文化学び塾「マンガ家・陸奥Ａ子と
「リボン」の“おとめチック”な世界」

関連講座
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だいだい

め ぐ

こうしんあおやぎみ

※交流ギャラリー・匠ギャラリー・
　コミュニケーションエリア同時開催

体験 10:00～12:00 / 13:00～16:00
15日 / 京指物（絵はがき木ぞうがん）
16日 / 別府竹細工（花籠制作）
17日 / 三川内焼（箸置きすかし彫り）

インタビューシリーズ 〈上野焼〉
私のこだわり ～世良萌久美（せらめぐみ）

にわつきの

名前を詩に織り込む「名前詩」制作実演
6/21（火）・26（日）

実演
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国際会議場4階
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プロフィール
地元福岡を題材とし擬人化されたビルや乗り物
が登場する「ギンギラ太陽’ｓ」の作・演出・かぶ
りモノ造型・出演の全てを手がける。「地元に
こだわった地産地消の物語」を、西鉄ホールや
博多座、キャナルシティ劇場などで成功させて
いる。第42回ギャラクシー賞ラジオ部門優秀
賞、平成19年度福岡県文化賞、平成22年度福
岡市民文化活動功労賞を受賞。

　
お
か
げ
様
で
ギ
ン
ギ
ラ
を
私
が
主
宰
し

始
め
て
、
今
年
で
19
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
こ
そ
「
地
産
地
消
の
文
化
」
な
ん
て

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
立
ち

上
げ
た
当
時
は
「
面
白
い
も
の
は
東
京
や

大
阪
に
こ
そ
あ
る
」
と
信
じ
ら
れ
て
い
た

時
代
。「
本
物
は
東
京
に
あ
る
ん
だ
よ
、
や

る
な
ら
東
京
で
や
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
の
？
」

と
言
わ
れ
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
東
京
に

取
材
に
行
っ
た
ん
で
す
。
い
く
つ
も
の
劇

団
や
舞
台
を
訪
ね
歩
き
、
徹
底
的
に
内
外

を
見
て
感
じ
た
の
は
、「
東
京
で
も
面
白
い

も
の
は
面
白
い
。
面
白
く
な
い
も
の
は
面

白
く
な
い
」
と
い
う
至
極
当
た
り
前
の
こ

と
。
土
地
は
ど
こ
で
あ
れ
、
本
物
を
作
れ

ば
そ
れ
に
お
客
さ
ん
が
付
い
て
き
て
く
れ

る
ん
だ
と
確
信
し
て
、
私
は
生
ま
れ
育
っ

た
福
岡
で
勝
負
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
10
年
間
は
も
が
き
苦
し
み
ま

し
た
ね
。
自
分
に
し
か
で
き
な
い
表
現
は

何
だ
ろ
う
、
福
岡
で
し
か
で
き
な
い
表
現

は
何
だ
ろ
う
、
と
。
ち
ょ
う
ど
苦
し
ん
で

い
た
こ
ろ
、
福
岡
の
街
は
第
二
次
流
通
戦

争
と
呼
ば
れ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
新
し
い

施
設
や
ビ
ル
が
建
ち
、
天
神
が
も
の
す
ご

く
活
気
に
満
ち
溢
れ
始
め
て
い
ま
し
た
。

ふ
と
、
こ
の
元
気
で
勢
い
が
あ
る
町
を
擬

人
化
し
て
み
た
ら
ど
う
か
、
そ
ん
な
ア
イ

デ
ア
が
沸
い
て
き
た
ん
で
す
。
こ
の
町
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ギ
ン

ギ
ラ
の
根
幹
と
な
る
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
の
時
期
の
福
岡
以
外
で
は
、
生
ま
れ
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
地
元
に
住
ん
で
い
る
人
々
に
、
身
近
な
施

設
や
企
業
な
ど
を
も
っ
と
知
り
親
近
感
を

持
っ
て
も
ら
っ
た
ら
、
町
は
も
っ
と
楽
し
く

な
る
な
と
思
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
を
実
名

で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
ま
し
た
。
し
か
し
実

は
19
年
間
一
度
も
、当
該
企
業
に
許
可
を
と
っ

た
こ
と
が
な
い
の
で
す
。
皆
さ
ん
に
驚
か
れ

る
の
で
す
が
、
最
初
か
ら
全
く
無
許
可
で
「
西

鉄
や
く
ざ
バ
ス
軍
団
」
と
か
「
ソ
ラ
リ
ア
デ

ビ
ル
」
な
ん
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。
始
め
て
一
年
も
経
た
な
い
頃
、

西
鉄
本
社
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
た
ん
で
す
。

「
あ
ち
ゃ
ー
、
も
う
見
つ
か
っ
た
か
」
と
公
演

を
辞
め
さ
せ
ら
れ
る
の
か
と
ド
キ
ド
キ
し
な

が
ら
伺
っ
た
ら
、「
あ
れ
は
面
白
い
ね
」
と

（
笑
）。
つ
い
で
に
、「
今
度
西
鉄
ホ
ー
ル
と
い

う
施
設
が
で
き
る
か
ら
、
そ
こ
で
や
っ
て
く

れ
な
い
か
な
」
と
。
怒
る
ど
こ
ろ
か
応
援
し

て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
も
ソ
ラ
リ
ア
さ

ん
や
岩
田
屋
さ
ん
、
イ
ム
ズ
さ
ん
な
ど
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
し
て
い
た
施
設
が
続
々
と
イ
ベ

ン
ト
を
一
緒
に
し
よ
う
と
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
り
、
福
岡
の
街
の
懐
の
深
さ
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
東
京
や
大
阪
で
は
こ
う
は
い
か
な

い
よ
、
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
多
数
。
福
岡
は

一
緒
に
面
白
が
っ
て
支
え
て
く
れ
る
気
質
が

あ
る
こ
と
を
、
全
国
を
周
る
う
ち
に
気
付
か

さ
れ
ま
し
た
ね
。

　
博
多
が
芸
ど
こ
ろ
な
の
は
、
表
現
者
が
多

い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る

人
た
ち
が
多
い
こ
と
に
理
由
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。
福
岡
の
街
に
「
や
っ
て
い
い
よ
」
と

認
め
て
も
ら
っ
た
か
ら
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

語
り
部
と
し
て
、
こ
の
町
の
魅
力
を
伝
え
て

い
く
伝
道
者
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
文
　
上
田
瑞
穂
）

大塚 ムネト
ギンギラ太陽’ s 主宰

Muneto Otsuka

九州交響楽団　第350定期演奏会
～俊英ルスティオーニ再登場！～

聴きに行こう!

15:00開演
福岡シンフォニーホール

お問い合わせは、九響チケットサービス（tel.092-823-0101）まで。

7/ 土2

交響詩「はげ山の一夜」
(原典版)

ムソルグスキー
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ヴァイオリン協奏曲 第1番
イ短調 作品77

ショスタコーヴィチ

交響曲 第3番 イ短調 作品44
ラフマニノフ

指揮：
ダニエーレ・ルスティオーニ

ヴァイオリン：
フランチェスカ・デゴ

Ⓒcofano

Sa
ka
ki
 Y
uk
o

Sh
ig
em
at
su
 K
ei
ko

榊 　裕子

重松 恵子

ヴァイオリン奏者

チェロ奏者

知
れ
ば
知
る
ほ
ど

　
　
　
お
も
し
ろ
い
！

コ
ン
サ
ー
ト
に

　
　
行
き
た
く
な
る
！

#15

レ
プ
ト
ー
ク

メ
ン
バ
ー
の

7月の第350回定期演奏会は、ラフマニ

ノフ「交響曲第3番」をはじめとするオー

ル・ロシア・プログラム。弦楽器のお二人

にお話を伺いました！

ーお二人が入団したきっかけを
　  教えてください

ー音楽をつくる理想のコンディ
　ションは、どんなときですか？

ー  ラフマニノフの「交響曲第3番」は
        生演奏でなかなか聴く機会が
        ないですね

ー今回の指揮者ルスティオーニさん
       とは2年前に初共演していますね

榊  裕 子：ヴァイオリン好きの母にすす
められて小さい頃から習い始め、い
つからかプロを目指していました。今
でも両親は必ず定期演奏会を聴きに
きてくれています。ホール全体が見
渡せて音の響きも1階と違う良さがあ
るから、両親は2・3階席がお気に入
りみたい。
重松 恵子：私の場合は家族から「九響
と共演するチャンスがあるよ」と新進演
奏家育成プロジェクトのオーディショ
ン＊を勧められたのがきっかけです。
榊：鮮明に覚えていますよ。重松さん
はとにかく音色がきれいで、音楽がす
ごく好きなんだなぁって感じました。
重松：とてもうれしいです！あの時は、
いろんな思いをこめて弾きました。

榊：私たちも2002年の第235回定期以
来、2回目です。すごくメリハリのある
曲ですよ。静かな序奏に始まり、それ
がいきなり破られる。続いてロマン
チックな音楽が流れて、かなり目まぐ
るしい。
重松：ラフマニノフは1917年のロシ
ア革命でアメリカに亡命した後、一
度も故郷に帰れなかったそうです。
そのためか、懐かしいロシアを想う
メロディーがとても切なくて美しい
んですよね…。そういえば、昨夜スコ
ア（楽譜）を読んでいて、面白いこと

を発見したんです！この交響曲第3番
の第3楽章に使われている旋律が、ム
ソルグスキーの「禿げ山の一夜」の冒
頭にも聴こえるんです！これは、世界
最古のクラシック音楽といわれている
グレゴリオ聖歌の〝ディレス・イレ
（怒りの日）〞の旋律（ファミファレミ
ドレ）で、

当時のロシアの作曲家の間で流行って
いて、よく引用されていたそうです。
榊：ラフマニノフもムソルグスキー
も、同じようにインスピレーションを
受けたってことですね。

重松：すべてのバランスが整った時で
す。練習の積み重ねで得られる自信は
何よりも大切かもしれませんね。
榊：あと、曲に対する意欲かな。まず
自分自身が楽しんで、それをお客さま
に伝えようっていう気持ち。練習を重
ねるたびにオケがひとつになってきた
という高揚感も！

榊：2年前のムソルグスキー「展覧会の
絵」は、彼の指揮で弾いていると〝絵
画〞が浮かんでくるようで、とても楽
しかったです。明るくって、表情がコ
ロコロ変わる。少年のような、母性本
能をくすぐるようなところもあったり
ね（笑）。音楽に対しては、真っすぐで
エネルギッシュ。気がついたら、彼の
音楽の世界にひきこまれる…そんな感
じですよ。皆さんも楽しみにしていて
くださいね！

Vi
ol
in

＃3

Ce
llo

＊（公社）日本演奏連盟が主宰するオーディション。
　 全国の新人にオーケストラとの協演の機会を提供している。
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探検！アクロス福岡
the exploration of ACROS Fukuoka

【アクロス豆知識】知っていますか?

匠ギャラリーの福岡匠地図＃ 3

　ア
ク
ロ
ス
2
階
の
「
匠
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」の
入
口
に
佇
む
福
岡
県
の

地
図
。
皆
さ
ん
、
じ
っ
く
り
ご
覧

に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　こ
の
「
福
岡
匠
地
図
」の
素
材

は
「
大
川
組
子
」。
今
で
こ
そ
福

岡
が
誇
る
全
国
区
の
伝
統
工
芸

技
術
で
す
が
、
21
年
前
の
当
時
、

こ
の
試
み
は
と
て
も
画
期
的
で
し

た
。　担

当
さ
れ
た
角
建
具
製
作
所

の
角
義
行
さ
ん
は
、
平
成
3
年
に

福
岡
県
版
「
現
代
の
名
工
」に
も

選
ば
れ
て
い
る
大
川
組
子
の
職
人

で
す
。
当
時
、
大
川
振
興
セ
ン

タ
ー
が
大
川
家
具
や
大
川
組
子

を
も
っ
と
活
か
し
て
も
ら
い
た
い

と
行
っ
て
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

が
ア
ク
ロ
ス
の
内
装
工
事
業
者
の

ア
イ
デ
ア
と
合
致
し
、
お
声
が
か

か
っ
た
角
さ
ん
。
高
校
時
代
か
ら

建
具
の
道
に
進
む
こ
と
を
決
め
、

し
か
も
一
品
完
結
で
こ
の
世
に
二

つ
と
同
じ
製
品
が
な
い
と
い
う
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
こ
だ
わ
っ
て
い

た
角
さ
ん
で
す
が
、
か
つ
て
な
い

大
き
な
仕
事
に
最
初
は
戸
惑
っ

た
そ
う
で
す
。

　「組
子
と
い
う
の
は
基
本
的
に

装
飾
の
一
部
と
し
て
活
か
さ
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
福

岡
匠
地
図
を
組
子
だ
け
で
す
べ
て

表
現
す
る
と
い
う
オ
ー
ダ
ー
に
は

驚
き
ま
し
た
。
小
さ
な
正
三
角

形
を
組
み
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
の

で
、
ど
こ
か
が
ほ
ん
の
少
し
狂
っ

た
だ
け
で
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
湿

度
や
温
度
な
ど
で
も
木
は
変
形

し
ま
す
の
で
、
非
常
に
神
経
を
使

い
ま
し
た
。
福
岡
県
と
他
県
で
色

を
変
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
そ

れ
ま
で
は
せ
い
ぜ
い
１
メ
ー
ト
ル

幅
ほ
ど
の
サ
イ
ズ
の
も
の
し
か
製

作
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
こ
こ
ま
で
広
い
面
で
同

じ
木
の
色
を
保
て
る
の
か
、
頭
の

中
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
い
く
か
ど

う
か
で
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
の
製

作
で
し
た
」（
角
さ
ん
）。

　細
や
か
な
作
業
の
積
み
重
ね
で

生
ま
れ
た
、
究
極
の
伝
統
工
芸
。

ぜ
ひ
近
く
で
そ
の
匠
の
技
を
実
感

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

匠ギャラリーでは、福岡県の国指定７産地
の伝統工芸品と、県指定31品目の民工芸
品（4月20日現在）をいつでもご覧いただけ
るよう常設で展示するほか、民工芸品作家
による企画展を週替わりで開催しており、
制作実演や体験をお楽しみいただけます。
また、小学生を対象とした社会科見学も随
時受け付けています。
お問い合わせ／文化観光情報ひろば　

☎092-725-9100

（
取
材
・
文

　後
藤
暢
子
）

探してみよう！秘密のアクロス

匠ギャラリーの中にある、これはなんでしょう！？

（答えはページの右下）

大
川
組
子
の

  

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

　

 

　
　
　

      

だ
っ
た
！

いつも見ている建物だけど、意外と知らないこと
だらけ。そんな「アクロス福岡」の、一歩踏み込ん
だ“秘密”をご紹介する「探検！アクロス福岡」。第
３回目は、「匠ギャラリーの福岡匠地図」です。

す
み

（答え）中央の柱にエッチングと鋳物で描かれた博多織献上柄と糸巻き

INFORMATION
アクロスインフォメーション

※主催者の希望または作成日の関係等により本誌に掲載していないイベントもあります。また諸事情により掲載内容が変更になることがあります。ご了承ください。
※本誌記事・写真・レイアウトなどの無断転載、複製、引用を固くお断りします。

●アクロス福岡文化誌　第10巻「福岡県歴史散歩」発刊！！

お知らせ

　福岡県内の歴史・文化・風土など「ふるさとの宝物」を幅広く紹介してきた「アクロス
福岡文化誌」シリーズも、第10巻をもって完結することとなりました。集大成となる第
10巻のテーマは「福岡県歴史散歩」です。
　福岡県内を33のエリアに分け、地域の歴史を象徴する文化遺産から、知られざる旧跡
までを案内します。本書を片手に、「ふるさとの宝物」探しに出かけてみませんか。

販売所：全国の主要書店、web書店（インターネット）、
アクロス福岡2階文化観光情報ひろば

定　価：1,800円（税別）
お問い合わせ：アクロス福岡文化観光情報ひろば　☎092-725-9100

第
1
巻 「
街
道
と
宿
場
町
」

第
2
巻 「
ふ
る
さ
と
の
食
」

第
3
巻 「
古
代
の
福
岡
」

第
4
巻 「
福
岡
の
祭
り
」

第
5
巻 「
福
岡
の
町
並
み
」

第
6
巻 「
福
岡
県
の
神
社
」

第
7
巻 「
福
岡
県
の
名
城
」

第
8
巻 「
福
岡
県
の
仏
像
」

第
9
巻 「
福
岡
県
の
幕
末
維
新
」
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